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社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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本館

東館

在宅医療センター

衣笠病院
教会

■併設施設 老健（衣笠ろうけん）、特養（衣笠ホーム）、在宅医療センター 、訪問看護ステーション
通所介護事業所など
■ グループ職員数750名
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パート１
新たな地域医療構想と
2026年改定



第1回新たな地域医療構想等に関する検討会
2024年3月29日





（別添１）
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包括期



包括期入院機能とは？

・高齢者等の急性期患者について、治療と入院早期からのリ
ハビリテーション等を行い、早期の在宅復帰を目的とした治
し支える医療を提供する機能

・地域包括ケア病棟、地域包括医療病棟、回復期リハ病棟など





５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能





2026年診療報酬改定は
新地域医療構想対応改定



パート２
減る急性期医療ニーズ



2023年患者調査

65歳以上

35～64歳

15～34歳

1984年 2023年

患者調査でみる入院患者の年次推移

2000年



2001年 2023年

入院受診延日数＝推計新規入院件数×推計平均在院日数





半数以上
の圏域で
手術件数
も減る







救急・急性期医療の
集約化



休日夜間の緊急手術を
年間300日以上実施し
ている医療圏のある医

療圏は31

年間7日以下
の医療圏が

39



ハイボリュームセンター



項目 急性期病院A 急性期病院B

想定される病院像 地域の急性期拠点病院 一般的な急性期病院

看護配置 7対1 10対1

救急搬送件数 2000件以上
1500件以上 または人口
20万人以下では地域シェ
ア率最大かつ1000件以上

全麻手術件数 1200件以上 500件以上

平均在院日数 16日以内 21日以内

ケアミクス制限 ケアミクス不可 地域包括医療病棟不可





パート３
増える包括期ニーズ



2023年患者調査

65歳以上

35～64歳

15～34歳

1984年 2023年

患者調査でみる入院患者の年次推移

2000年



５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能





31

衣笠病院

本年度平均　2025/01時点

【救急】

依頼数 [件/月] 74

受入数 [件/月] 51

応需率 [％] 69%

 うち入院数 [件/月] 29

入院率 [％] 57%

【外来】

患者数 [人/日] 319

診療単価 [円] 8,873

【入院】 [全体] 急性期_本４ 地ケア_本５ 地ケア_東５ 回リハ_東４ 緩和ケア

実働病床数 194 50 53 38 33 20

延患者数 [人/日] 169 40 45 36 31 17

病床利用率 [%] 87% 79% 85% 95% 95% 85%

平均在院日数 [日] 23 12 30 34 75 18

診療単価 [円/日] 40,468 46,108 36,644 35,651 37,660 51,971

在宅復帰率 [%] 80% 80% 86%

後期高齢者(75≦）構成 [%] 70% 66% 73% 78% 67% 70%

高齢者救急・地域急性期機能



2024年改定





2025年6月14日

東京

神奈川

大坂

兵庫

292病院（14,824床）

2026年10月











衣笠病院グループは
地域包括医療病棟（ケア
ミクスなし、緊急入院あり
手術なし）を目指す



パート４
増える在宅医療ニーズ



2023年患者調査

訪問診療

往診

1996年 2023年

在宅医療は
30年間で3倍



５つの医療機関機能

④専門機能

①高齢者救急・地域急性期機能 ②在宅医療等連携機能 ③急性期拠点機能

⑤医育及び広域診療機能



C3は
225点以下





衣笠病院グループ
在宅医療・訪問系（2025年1月）

•衣笠病院グループ
• 衣笠病院附属在宅ク
リニック
• 訪問診療 286件、往
診 40件

• 衣笠病院訪問看護ス
テーション
• 訪問看護延べ561件

• 医療保険 114件

• 介護保険447件）

• 訪問リハ
• 訪問リハ延べ103件

•衣笠病院
• 訪問栄養指導 3件

•長瀬ケアセンター
• 訪問看護

• 訪問延べ673件

• （医療保険 179件、介護保険
494件）

• 訪問リハ 81件







衣笠病院は機能強化型
在宅療養支援病院



診療所
が減る





訪問看護師
が足りない



パート５
増えるＤＸ活用



























2026年改定とDX

単なるハードウェアの導入（マイナ保険証対応など）の段階か
ら、「電子カルテ情報共有サービス」や「電子処方箋」を実際に
使いこなし、多職種や他施設間でリアルタイムに診療情報を
連携させる体制（電子的診療情報連携）が評価された



まとめと提言

・2026年改定は新地域医療構想改定
・医療ニーズは急性期から包括期・在宅期へ
・包括期ニーズに応えるのは地域包括医療病棟
・在宅期ニーズに応えるのは在宅療養支援病院
・そしてDXがすべての病棟で求められる



2025-2040
変わりゆく医療のアウトライン

• 2025年から2040年

へ向けての改革プラン

を概観する！
・地域医療構想、医療DX

・働き方改革、かかりつけ医

・医師偏在対策、少子化対策など

・ポスト2040年も予想

・医学通信社より、

2025年7月発刊

・2色刷240頁、2600円



ご清聴ありがとうございました

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健を担当しています。
患者さんをご紹介ください

本日の講演はホームページ上で公開しています。
以下をクリックしてご覧ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp
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